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科学は、困ったときにだけ顧みればいいものではないし、それは彼女に限った話

でもない。なぜなら、それはいつだって私たちという存在の内にあるスタイルと

人格の問題であり、自分が身につけていると知っている教養の証だからだ。

しっかりつかまっていてほしい。これから読むのは、誰ひとり書く勇気を持たな

かったことだ。ただ性格の問題にすぎない。

歴史上最初の人間は女だった。私たちのすべてを生み出した、唯一の真に完璧な

土台にして、ただひとつのプラットフォーム。

彼女は男が現れる約30万年前から生きていた。そこからわかるのは、彼女がどれ

ほど自律し、独立し、強い性格の持ち主だったか、そして何より頭脳的で、認知

的で、自分の秘められた部分を他人と分かち合う必要がなかったか、ということ

だ — ひと言でいえば、セックスなど一度も必要としなかった。

だがここで人類学をやるつもりはない。私には学問上の資格も学歴もない。ある

のは8年間の学校教育と、イタリア語の成績4だけ。この物語が浮かび上がらせた

いのは、ただふたつの根本的なことだからだ。

生産の誕生と、販売の誕生。すべては女から始まった。これは絶対に確かだ。そ

しておそらく女で終わりもする。それはただ、彼女が贈ると決めたときの、彼女

の贈与ということになるだろう。
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